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１．砂地における土壌水分・地下水位をモニタリングする前提として，観測対象面積 0.241 km2 
の砂丘斜面の地形と地質を調査した。7400 地点の標高測量に基づく地形図作成，18 地点にお


















浸透イベントで，浸透波が地下水面まで到達しないこと。連続降水量がおよそ 40mm 以 
上の場合にのみ，10m の不飽和帯全層を通過する大きな浸透波が発生したこと。浸透波 
の到達による地下水涵養は年間で 10 回以下しか発生せず，浸透波の進行速度は降雨期 
（5,6,7,8,9 月期）と降雪期（12,1,2,3 月期）で異なり，深度４mまでの到達時間は降雨
















以上，本研究は，深さ 10m 以上の砂丘地不飽和帯と飽和帯の長期の精密な水文観測シ 
ステムを構築し，降雨浸透および地下水流動に関する未解明な部分と砂地の基本的な地下 
水涵養機構に新たな視点をもたらす研究として位置付けられ，学術的価値が高いと判断 
される。本審査委員会では，本論文を学位論文として十分な価値を有するものと判定し 
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
